
谷崎はこのエッセイのなかで、日本の建築空間がすぐれて闇そのものにひたっていたのではないか、その闇のなかにきらめく光のつくる陰翳こそが
空間をきわだたせ特徴づけたと考える。「昔の御殿や妓楼などでは、天井を高く、廊下を広く取り、何十畳敷きという大きな部屋を仕切るのが普通であったとす
ると、その屋内にはいつもこういう闇が狭霧の如く立ち込めていたのであろう。…分けても屋内の「眼に見える闇」は、何かチラチラとかげろうものがあるような気
がして、幻覚を起し易いので、或る場合には屋外の闇よりも凄味がある。」
…しかし、彼の日本の建築空間の鋭い洞察と、光と影とがつくりだす美意識を発掘した点は、敬意を表わさずにはいられない。空間とはどだい闇ではなかったかと
いう実感を、ぼくは抱かされた記憶があるからだ。…日本の空間にはたちこめる闇がかならずつきまとう。そういう闇は対位法とはなしえない。絶対的な暗黒
であり、あらゆる現象がそれを背景としてはじめて起こりうるような、ぼくらの観念を内側からささえているなにものかだ。

図 1 : 分析例

図 2 : 『陰翳礼讃』各章と被引用回数 図 3 : 引用対象の分類と記述内容
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現代建築家の『陰翳礼讃』を引用した言説における闇の認識
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1. 序　日本の建築空間における闇に言及した著名な論考とし
て、谷崎潤一郎の随筆『陰翳礼讃』がある。その内容は、日
本の伝統的な物品や建築空間、生活様式に現れる陰翳美の
世界観を谷崎独自の視点から記述したものであり、国内外の
多くの建築家に影響を与え続けてきた。特に、建築家による『陰
翳礼讃』を引用した言説からは、谷崎による論から展開され
た様 な々主張を読み取ることができ、これらは建築において重
要であるが直接的には見出しにくい闇の概念を間接的に扱お
うとするものと言える。そこで本研究では、『陰翳礼讃』を引
用した建築家の言説を資料とし1)、その内容を検討することで、
建築における『陰翳礼讃』の位置付けと、建築家の闇の認識
の一端を明らかにすることを目的とする。
2. 『陰翳礼讃』からの引用箇所と引用対象
2-1. 『陰翳礼讃』の引用箇所　資料とした言説から『陰翳礼
讃』の引用箇所を抽出し、その内容を検討した（図1）。『陰
翳礼讃』は16 の章で構成されており、引用箇所が明確なも
の 2) は各章との対応を、明確でないものは〈『陰翳礼讃』全
体に言及〉とし、その数を図 2に示した。日本建築を主題と
した⑧⑨⑩章や、廣間の闇を描いた⑭章が多くみられた。
2-2. 引用対象の分類　次に、建築家が『陰翳礼讃』の何に
関する記述を引用したのかを捉えるために、引用箇所におけ

る記述の対象（以下、引用対象）を検討した。その結果、和
紙や漆器などの具体的な物品に関する〈物体的対象〉、広間
や床の間といった〈空間的対象〉、美や西洋文化といった〈概
念的対象〉（以下、〈物体〉、〈空間〉、〈概念〉とする）に分類
した（図 3）。〈物体〉では[ 金襖・金屏風 ]、〈空間〉では[ 広
間 ( 松の間 )]、[ 座敷・書院の窓 ]、〈概念〉では[ 美 ] が多
くみられた。さらに、引用対象のもつ性質が読み取れたため、
その内容を検討し、色やかたちなどの〔視覚〕、柔らかさや静
けさなどの〔聴覚・触覚〕の 2 つで捉え、図 3に対応を示した。
3.『陰翳礼讃』の引用根拠と闇の認識
3-1. 『陰翳礼讃』の引用根拠　次に、資料とした言説から『陰
翳礼讃』を引用することでどのような論を展開しているのか読
み取れる箇所を引用根拠として抽出した(図 4）。これらの意
味内容をKJ法を用いて相互に比較検討した結果、日本の伝
統建築や都市空間を現代の視点から再解釈する《日本の伝
統を再解釈》、建築素材や色、照明など建築設計の方法を思
考する《設計手法を抽出》、闇や光を通して建築を捉え直す《建
築観を再考》の3つの大枠で捉えられた（以下、《伝統》、《手
法》、《建築観》）。
3-2. 闇と光の認識　資料の中には引用をする前提として、建
築家が闇と光のいかなる様態に着目したか読み取れるものが
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ある。これを闇と光の認識として検討し、闇と光を個別的に捉
える【闇そのもの】、【光そのもの】と、闇と光を合わせて捉える【暗
さ・陰影が引き立つ】、【光が暗さによって引き立つ】（以下、【闇】、

【光】、【暗さが引き立つ】、【光が引き立つ】）から捉えた（図 5）。
3-3. 『陰翳礼讃』の引用を通した闇の認識　前節で捉えた闇
と光の認識ごとに引用根拠を検討し、さらに前章で検討した
引用対象の内訳を合わせて示したものが図6である。【闇】では、

《建築観》が多く、その中でも〈空間〉の引用が多くみられた。
特に「灯に照らされた闇の色」といった空間の色に関する記
述への着目が多く、谷崎の記述から闇の概念やイメージの着
想を得ることで、建築空間そのものを考察する手がかりとして
いるものと考えられる。また、【暗さが引き立つ】においては《伝
統》が多く、その引用対象は多岐に渡ることから、日本の伝統
を再解釈しようとするにあたって、谷崎が『陰翳礼讃』の中
で記述した様々な題材から示唆を得ようとする建築家の姿勢
がよみとれる。【光が引き立つ】では《手法》が多くみられた
のに対し、【光】では《建築観》が多くみられたが、双方とも

〈物体〉の〔聴覚・触覚〕に着目した記述の引用が大半を占
めた。これらを総合すると、〈空間〉に着目する場合は闇へ、〈物

体〉に着目する場合は光への傾向がみられ、空間の闇という
「地」の中に光る「図」としての物品という、谷崎が『陰翳礼
讃』の中で示した構図に対応した傾向がある。また、闇と光
を合わせて捉える場合は《伝統》、《設計》が、闇か光の極を
捉える場合は《建築観》が多くみられたことから、伝統や設
計を考える際は陰翳の現象的な様相のイメージを得ようとし、
建築とは何かを考える際は、谷崎の表現を用いて闇と光の持
つ意味的側面を補強しようとすることが多いと考えられる。
4. 結　以上、『陰翳礼讃』を引用した現代建築家の言説から、

『陰翳礼讃』の位置付け及び闇の認識について検討した。そ
の結果、物体的対象に着目する場合は光へ、空間的対象に着
目する場合は闇への傾向がみられた。また、闇と光を合わせ
て捉える場合には、日本の伝統や設計手法に関わる論が展開
されるのに対し、闇か光いずれか一方のみを問題とした場合
は、谷崎による記述から示唆を得ることで、建築そのものを捉
え直す基盤としようとする建築家の思考を見出した。

図 6 : 闇と光の認識と引用根拠の意味内容

図 4 : 引用根拠の意味内容（KJ 図） 図 5 : 闇と光の認識

ここでは、日本国内で発表された現代の建築家による言説のうち、『陰翳礼讃』を引用
し、そこから論旨が展開されているものを資料としている。国立国会図書館 cinii books, 
Google Books 等の検索及び 1970 年以降の「新建築」「住宅特集」「建築文化」「都市住宅」
から収集した。全 46 資料のうち書籍 25 資料（一般誌含む）、雑誌 29 資料 ( 新建築12, 住宅特集 2, 
建築文化 6, 都市住宅1,その他 8)
引用には、『陰翳礼讃』の本文を直接引用したものと、筆者の言葉で言い換えたものがみられた。
（全83の引用数のうち、直接引用56、間接引用27）
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